
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者さんが安心して治療が受けられるよう、 

地域の医療・介護の関係施設と連携しながら患者さんを支えていく 

役割を持つ薬局※を認定する制度が始まりました。 
※地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局 

 
 

  

薬局の認定制度がスタートしました！ 

今度⼊院するけど、今飲んでいる薬のことや 
退院後の薬のことを病院とも連携して 
ずっと対応して欲しいな 

対応してくれる薬局を簡単に探したいな 

こんな希望ありませんか？ 

通院してがん治療を受けているけど、 
専⾨医療機関があるように 
専⾨的な薬局もあるのかな 

ジェネリック医薬品のことを
聞きたいな 

飲み忘れたり、 

飲みにくい薬があって 

薬が残ってしまう 

市販薬(OTC医薬品)は 

今飲んでいる薬と一緒に 

飲めるの︖ 

⾃宅で静養しているけど 
薬のことが気になる 

お医者さんに相談したいことがあるんだけど、 
薬剤師から伝えてくれないかな 

入院中に飲んでいた 
薬のことを知りたい 

詳しくは中面へ 



地域連携薬局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域連携薬局の機能 

・安心して相談しやすい設備があります（プライバシーやバリアフリーに配慮） 

・地域の医療機関や介護関係施設、他の薬局と連携して、患者さんの薬の情報を共有します 

・開店時間外の相談、調剤に対応しています 

・点滴・注射薬の調製や、がんによる痛みなどの緩和ケアの薬に対応できます 

・地域の包括的な支援・サービス提供体制（地域包括ケアシステム）の構築に貢献します 

・かかりつけ薬剤師が対応します（いつもの薬剤師がいつでも対応できます） 

・医療機器や衛生材料も取り扱っています  等 

 

 

  

外来の受診から医療機関への⼊院、さらには
退院後の⾃宅や介護施設等での在宅医療
を受ける際の訪問対応など、薬のことについて
医療や介護の関係施設と連携しながら、患
者を支えていく薬局 

患者さんの療養環境が 
変わっても 
とぎれることなく対応します。 

認定された薬局でしか、 
対応できないの︖ 

認定された薬局では、すでに医療機関等との連携
体制があり、また、勤務する薬剤師が必要な研修を
受けているなど、より円滑・適切に対応ができます。 

どこにあるの︖ 

右の⽅法で調べられます。 



専門医療機関連携薬局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 専門医療機関連携薬局の機能 

・安心して相談しやすい設備があります（プライバシーやバリアフリーに配慮） 

・がん等の専門医療機関や地域の他の薬局と連携して、患者さんの薬の情報を共有します 

・開店時間外の相談、調剤に対応しています 

・がんによる痛みなどの緩和ケアの薬に対応できます 

・がんに係る専門性を持つ薬剤師が対応します 

・かかりつけ薬剤師が対応します（いつもの薬剤師がいつでも対応できます）  等 

 

 

＜地域連携薬局・専門医療機関連携薬局の探し方＞ 

１ 薬局の掲示を見る 

認定された薬局は「地域連携薬局」「専門医療機関連携薬局」と掲示されています。 

 

２ 一覧から探す 

 大阪府のホームページから検索できます。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/yakk

yokutorikumi/202108nintei.html   

 

 

 

 

3 いつも行っている薬局が認定されているか調べる 

 薬局機能情報検索サイトから検索できます。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/kouhyo-

system/index.html   

専⾨医療機関連携薬局 

地域連携薬局 

がん治療を⾏う専⾨医療機関と治療⽅
針などを共有し、専門性の高い薬学的
管理を⾏うことで、抗がん剤などの薬を
使用している患者を支えていく薬局 

専⾨的な薬学管理機能を
もって対応します。 

https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/yakk
https://www.pref.osaka.lg.jp/yakumu/kouhyo


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えて！薬のこと～供給について～ 

最近、薬を作っている会社のいくつかで、 
国に認められていない製造⽅法で作って 
流通させていたことがわかり、 
⼀部、製造をストップしていることがあります。 
このために、他のメーカーも影響を受け、 
⼀部の薬が⾜りなくなって、 
届かないケースもあります。 

薬剤師にご相談ください。 
他のメーカーの製品や同じ効き⽬の薬への切り替えなど、 
お医者さんとも連携して患者さんの健康を⾒守ります。 

近頃、処⽅箋で薬をもらうとき、 
薬の在庫がないと⾔われたり、 
これまでの薬と違うものになったりしているけど…。 
どうなっているの︕︖ 

 
後発医薬品は、いろんな会社が作っているんでしょ︖ 
他の会社が作ったらいいんじゃない︖ 

他の後発医薬品メーカーも増産するなどして、 
患者さんに安定して届けられるよう取組んでいます。 
しかし、残念ながら、⼗分にカバーできていない薬も
あります。 

ちゃんと治療が続けられるのか⼼配・・・ 

⼤阪府健康医療部⽣活衛⽣室薬務課医薬品流通グループ 
〒540-8570 ⼤阪市中央区⼤⼿前 2-1-22本館６階 
電 話︓06-6944-7129 ＦＡＸ︓06-6944-6701 
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また、新型コロナウイルス感染症やワクチン接種に
関係する薬が不⾜しているケースもあります。 


